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枚方市と自治労枚方市職員関係労働組合の団体交渉の要旨 

 

１．日 時 令和５年(2023 年)３月９日（木）午後６時 30 分～午後７時 30 分 

２．場 所 市役所本館 塔屋会議室 

３．出席者 組合側：執行委員長以下約 20 名 

市 側：総務部長、総務部次長、人事課長、職員課長、教育政策課長、上下水道総務

室課長、市立ひらかた病院総務課長、書記（人事課・職員課 課長代理） 

４．課 題 「2023 年春闘要求書」に基づく交渉（２回目） 

 

＜交渉内容要旨＞ 

Ⅰ．給与水準の引上げについて 

組  合 市 

・ 前回交渉時において、給与水準の一律の

引上げを実施することは困難であるとい

う回答があったが、昨今の物価高騰を鑑み

ると、全体的な引き上げが必要と考える。 

給与水準の底上げに繋がるような何ら

かの取り組みを実施できないか、改めて見

解を聞く。 

・ 全体的な引き上げは困難であるが、物価

高騰の対応については、今後の人事院勧告

等の内容を注視し、対応を検討していきた

いと考えている。 

 

Ⅱ．ラスパイレス指数について 

組  合 市 

・ 本市のラスパイレス指数は、ここ数年右

肩下がりであり、また、国や類似団体と比

べて低い数値となっている。ラスパイレス

指数の引上げ策として、初任給や給料表の

上限号給の引上げを実施すべきと考える

が、見解を聞く。 

・ 給与制度の構築にあたって、人事院勧告

に準拠することを基本としており、ラスパ

イレス指数ありきでは考えていない。 

 

Ⅲ．会計年度任用職員の処遇改善について 

組  合 市 

・ 現在、通常国会に会計年度任用職員に

対する勤勉手当の支給を可能とする地方

自治法改正法案が提出されており、非正

規職員の処遇改善の図る観点からも、勤

勉手当の支給を検討すべきと考えるが、

見解を聞く。 

・ 会計年度任用職員の報酬については、一 

時金相当額を含んで月額を設定すること

を労使確認してきた経過を踏まえると、現

行の報酬月額のまま、新たに勤勉手当を支

給することは二重払いとなることから困

難である。 
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Ⅳ．障害者雇用について 

組  合 市 

・ 令和５年４月の障害者枠の採用予定者

数は、どのような状況か。 

また、採用後においても、障害のある

職員が働きやすい職場環境の改善・整備

が必要と考えるが、見解を聞く。 

・ 新規で２名の正職員を採用予定である。 

また、働きやすい職場環境づくりについて

は、「障害者活躍推進計画」に基づき、対象者

へのアンケートを毎年度実施するなど、その

実現に向けて取り組みを進めている。 

 

Ⅴ．ハラスメント防止について 

組  合 市 

・ ハラスメントについては、これまでか

ら組合にも相談が多くある。ハラスメン

トの事象に対して、職員が働きやすい職

場環境づくりが必要と考えるが、見解を

聞く。 

・ ハラスメントは、あってはならない行為で

ある。相談体制については、誰もが安心し

て相談できるよう、外部相談窓口のほか、

相談員の配置など、利用しやすい環境づく

りに努めており、今後も引き続き、周知・

啓発を図っていく。 

 

Ⅵ．職員の健診体制について 

組  合 市 

・ 令和４年 10 月から、非常勤職員への共

済組合の健康保険等の適用や、短時間労

働者に対する健康保険等の適用が拡大さ 

れた。 

  こうした職員に対する健診体制は、ど 

のようになっているのか。 

・ 短時間労働者に係る健康保険等の取り扱い

が変更されたこと、また、職員の健康経営の

推進に資する観点を踏まえ、令和５年度の定

期健康診断から、対象者の拡充を行う予定で

あり、詳細については３月中を目途に決定す

る。 

 

Ⅶ．組織の活性化について 

組  合 市 

・ 課長代理と係長との権限を見直すとのこと

であるが、現時点で決定している内容はある

のか。 

また、本見直しに伴い、係長への負担が増

すことになれば、処遇面への反映を検討すべ

きと考えるが、見解を聞く。 

・ 係長への権限付与によりモチベーションや

やりがいの更なる向上、組織の活性化や事務

の効率化を図ることを目的に考えている。現

在、課長代理が担っている、決裁権限の一部

を令和５年４月から委譲することを考えて

いる。 

 
 


